
隋

難   
‐
|  ■

|

‐ 1躙 ||

鰊餞鰊 鰈輻躙靱痣瘍》





「呉周辺の史跡を訪ねる」行程憲
―海を通して瀬戸内の歴史と文化を垣聞見る一

*福山駅北□集合
*福山駅北□発
*福山西 IC着
*」 谷ヽSA着
小谷SA発
*西条 lC着

*松濤園 しようこうれ)着
御馳走一番館・陶磁器館。あかりの館・福島雁木等見学

松濤園発

*入船山記念館着
昼食 (休憩所=トウゴウハウス)
旧呉鎮守府司令長宮官舎。史料館・呉歴史民俗資料館等見学

入船山記念館発
*音戸大橋通過

*海上自衛隊 (江田島)着
海上自衛隊第1術科学校。幹部候補生学校など見学

教育参考館見学
*海上自衛隊 (江田島)発        ‐

*音戸大橋PA着
音戸大橋PA発
*広交差点
*西条 lC着
*小谷SA着
小谷SA発
*福山西 lC着
*福山駅北□着

【言茜洸≧戻藪】
◆団体行動です。くれぐれも勝手な行動は慎んでください。
◆もし迷子になつたら、右の携帯電話に連絡して下さい。|                |
◆松濤園の見学ガ終わつたら、番所側から臨時出□を開けてもらいます。ここから福島雁木の
見学に行きます。間違つてバスに戻らないでください。
◆今回は酒屋へ寄る時間がありま世んので、ビールを24本用意しました (実費で販売)。 こ
れで不足する場合はご容赦ください。

7:20
7:30(集 まり次第出発)
7:45
8:20(ト イレ休憩)
8:30
8:35

9:35(ト イレあり)
9:40～ 10:55
11:00

6:20(ト イレ休憩)
6:30
6:50
7:50
7:55(ト イレ休憩)
8:05
8:40
9:00
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(松濤園見学グループA》

(松濤園見学ダlt―プB》

⊂ONF:DttNT:AL
備陽史探訪の会

個人情報が含まれるため掲載できません。

「呉周辺の史跡を請ねる」参加者名簿およびグ′ι―ブ分け

参 カロ費  □ =4500円 〇 =4800円
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⊂ONF:DEN丁 :AL
備陽史探訪の会

個人情報が含まれるため掲載できません。



◆海  瀬戸内文化の源流
―国生みの神話の舞台 神話の島々  九州と畿誨を結lSi六勤脈―
『古事記』は、イザナギ・イザナミの2神がこの国をつくりだした国生み神話で、本州・
四国・九州、それに行政上の一国となる淡道 (あわ扶淡路)・ 隠伎之三子島 (隠岐)・ 伊岐島 (壱
岐)・ 津島 (対馬)・ 佐度島 (佐渡)の 5島を「大八島体おやし謝の誕生」としてあげている。
これにつづいて六つの島が生まれる。
6島のうち吉備児島に硼こじお・ Jヽ豆島傷ずきじお。大島・女島じめじ詢の4島までガ瀬戸内海に
ある。同じ神話を『日本書紀』も記す。島の数ガ『古事記』より少ないが、やはり瀬戸内海
の島ガ登場する。淡路洲・大洲・吉備子洲である。しかも、この3島ガすべて大八洲のなか
に入れられ、対馬と壱岐ガ大八洲からはずされている。
国生み神話の島々は、東西に細長い瀬戸内海の東から西までに点在する。現在の淡路島 (兵

庫県)・ 小豆島 (香川県)・ 児島 (岡山県)・ 大島 (山□県)・ 姫島 (大分県)である。そして
『古事記』も『日本書紀』も、本州・四国・九州にさきがけて淡路島が最初に生まれたと記
す。国生みは淡路島を中心にすえて語られ、瀬戸内の島々を重視した構成になつている。
神話の始まりでとりあげられた島々が浮かぶ瀬戸内海は島の少ない広い海面がつづく灘
と、島々ガつづく海域ガあり、東西に細長い。この海を、東西にも南北にも、物が運ばれ、

人が動き、情報が交流する。大陸から技術・文物・人の渡来がいちじるしくなる弥生時代以
降は、瀬戸内海ガ九州と畿内を結ぶ海上交通で大きな役割を担うことになる。畿内に成立し
た古代政権が、正史編集にあたつて書きとごめた神話のなかで、瀬戸内海の島々を大きくと

りあげているのも、この海域が大陸への問戸であつた九州この交流で重要な位置を占めてい

たためである。

⑩海軍兵学校跡

④水交館

④教育参考館

②中国工業技術試験所

④石泉文庫

②蒲刈島御番所跡

⑮七卿落遺跡

④豊町歴史民俗資料館

②住吉神社
④満舟寺
④若胡子屋跡
⑩大崎下島
⑪字津神社
⑫アビの渡来群遊海面

瀬戸内の島と港 (1～ 3節 )

餃11「l熟運
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①厳島     ⑩入船山記念館
②地御前神社  ⑪入船山
③速谷神社   ⑫呉海軍工廠跡
④洞雲寺    ⑬音戸大橋
⑤極楽寺    ⑭音戸の瀬戸
⑥亀居城跡   ⑮平清盛の供養塔
⑦防鹿の手漉和紙 ⑮万葉集遺跡長門島松原
③弥緻     ⑫鹿島
③蛇喰磐    ⑬鹿島大橋
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瀬戸内潮ま東西およそ240海里、
南北は3海里から30海里、その間、
俗称3000ともよばれる島々があり、
その面積は瀬戸内海の 1割ほどだと
いわれている。第6管区海上保安本
部によると、周囲100m以上の島
は727、 そのうち有人島は約16
0であるという。周囲100m以下
の島や、また千潮時には姿をみせる

岩礁などを加えるとおびただしい数
になる。俗称3000もあながち誇張
といえないかもしれない。

瀬戸内海の灘は、東から播磨灘、
備讃瀬戸、撻灘むうちな0、 備後灘、芸

予瀬戸、安芸灘、広島湾、伊予灘、周防灘 けおうな0の海域に区別するとができる。瀬戸内海
は多島海として世界的な美しさを持つているが、その美しさをもつとも特徴的に示している
のが芸予瀬戸と備讃瀬戸でなのである。

★害書灘六幅とオレンジライン
平成12年 (20001月、安芸郡川
尻町と豊田郡下蒲刈町 (下蒲刈島)
を結ぶ「安芸灘大橋」ガ完成した。

橋長1175m、 吊り橋としては国内
第9位、世界第27位の規模を誇る。
八つの橋で島々を結JSi広島県の安芸

灘諸島連絡架橋事業で、6番目にし
てはじめて下蒲刈島と本土側が地つ

づきになつた。
この連絡架橋は「豊かな多島美に

映える希望の架け橋」といわれ、自

然的 0経済的に厳しい条件下にある

広島県の離島地域を8橋で結び、日
常生活の利便性の向上、地域産業の

振興、広域市町村圏の充実を図るも 《安芸灘大橋 (川尻町から下蒲刈島を望む)》

のであつた。
この事業は、本土側の川尻町から下蒲刈町 (下蒲刈島)・ 蒲刈町 (上蒲刈島)0豊田郡豊浜
町 (豊島)0同郡豊町 (大崎下島)・ 愛媛県越智郡関前村 (岡村島)・ 豊田郡木江町 (大崎上
島)にいたる計画で、8橋のうち蒲刈大橋 (下蒲刈島～上蒲刈島)、 豊浜大橋 (豊島～大崎
下島)、 そして大崎下島から岡村島を結ぶ平羅帆6)橋 。中の瀬戸大橋 0岡村大橋 (この3橋
による道路を「オレンジライン」とよんでいる)はすでに開通しており、残すところは上蒲
刈島から豊島、岡村島から大崎上島への2橋だけとなつている。また、最終的には「 しまな
み海道」に丁字形に連結される構想である。

架橋後の島の生活は確かに便利になり、以前とは大きく変わつている。自然を楽しみ観光

を目的とした多くの人々が来島し、逆に島外に出かけて夜遅くなつても家に帰ることもでき、

また、急病人を本土の大病院にすぐに移送できるなど、クルマ社会に生きる者にとつてはよ

いことずくめのようである。だが、クルマに乗らない人にとつては、船便の廃止・バス便の

少なさなどでかえつて不便になつた点もある。また、多くのクルマの来島により、交通事故

が多発し、これまでなかつた信号機を新設しなければならなくなつた。また、空き缶・空き

瓶の投棄、暴走族の無謀運転などもあり、クルマ社会に対する島民の考えは激変している。

理

《下蒲刈島大平山展望台から見た安芸灘》



★下蒲刈島傷t,まがりじ討
上蒲刈島 (蒲刈町)の西、呉市
仁方 にが0の南約 l kmの海上に浮
かぶ面積8 7 6km2の島で、行政
区画としては下蒲メJ町に属する
輛 1騒り翫出諷島・

~FM町
城 。

平成12年 に0001月、安芸灘大
橋が完成するまでは、下蒲ulj島・

上蒲刈島へは呉市の仁方港からフ
エリーまたは高速艇で渡つていた。
下蒲刈島は全島が標高200m
ほどの山地で、わずかに北東部の
入江こ三之瀬水道にhOtすtて〕に面
する地、および南東に開いた入江
奥に平地がある。町の中心三之瀬
は、蒲刈町東端の向にかtり と幅3
00mほどの三之瀬水道を挟んで
対時 腱い助する。

《三之瀬水道と三之瀬港》

産業は、平地が少ないので、山の斜面にだんだん畑ガ開かれ、ミカン・野菜・雑穀類が栽
培されている。島の南岸では小規模なガら沿岸漁業が行われており、エビ 0タイ・イワシな
どが水揚げされている。
下蒲刈島は古くから瀬戸内海航路の要衝にあたり、船泊まりとして栄えたところである。
島の中心、三之瀬は江戸時代幕府指定の「海駅 帆tむ」が設置されていた。参勤交替をする
西国大名の船をはじめ、朝鮮・琉球 。オランダの使節もここに立ち寄り、本陣・番所のほか、
朝鮮使節の宿館も整備された。

☆費屋l多目谷l城蹄はるや確榊lじょうあυ
中世、三之瀬 にhOt)の1ヒ方の天
神鼻にいたる長さ600m余 、標
高20m～ 40mの細長い半島に
多賀谷氏 佐ガやいの丸屋城ガ築かれ
ていた。
多賀谷氏は武蔵国埼玉郡多賀谷
(現、埼玉県北埼玉郡騎西町 [さ atl
ちよう]田ケ谷)を本貫の地とする鎌
倉御家人であつた。鎌倉時代後半
に伊予国周敷郡北条村 (現、愛媛
県東予市)の地頭職 (にうしむを得、
のち、南北朝期に北上して倉橋島
。蒲刈島に根拠を移した。
多賀谷氏は蒲メU島 (中世には上・下あわせて蒲刈島とよんだ)に関所を設け、航行する船
の水先案内や警固 (警護)をして通行税を徴収していた。応永27年 (1420)年宋希慮にうきけι》
の『老松堂日本行録』

`う

しようどうにほんこうろ0の中に蒲刈島に1泊した際の、次のような興味深い
記事 (現代語訳、要約)がみられる。

この地 (蒲刈島)は群賊のいるこころで王の命令ガおよばず、統属がなく護送の船もない
ので一行の衆は怖れている。しかし、この地には東西の海賊ガあつて、東からの船は東賊 1
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《丸屋 [多賀谷]城跡》



人を乗せて<れば西賊が害をしない。また西から来る船に西賊 1人を乗せていれくれば東賊
は害をしない。その事情を知つていた宋金 (宋希憲に同行した博多の商人)は東賊 1人を銭
7貫で買つて乗せてきた。その賊は自分が来たから安心せよと言つて、島の首領の家に行つ
てたちまち説得してきた。

多賀谷氏は、14世紀末から16世紀末に至る中世後半期およそ200年間にわたつて、
この地方で勢力をふるつていた。同氏一族は、「多賀谷衆」とか「多賀谷水軍」とよばれ、
通行税ガ支払れれば、水先案内をつとめ、また警固もつとめたので「警固衆」こもいわれ、
独自性をもつた一団であつた。
丸屋城の最後の城主は、多賀谷久兵衛元重といわれ、後に毛利氏に従つて山□に移つた。

◆ 朝 鮮 通 信 使 悔 ょ弛 た,うしたり
朝鮮国王ガ書契 (国書)・ 礼単 (進物)をもつて、足利将軍および徳川将軍に派遣した外
交使節団のこと。単に「通信使」あるいは「朝鮮信使」「信使」「朝鮮来聘使偽tAtし)」「来聘
使」「御代替り信使」などとも呼ばれた。
その先例は高麗王朝辛稲圧元年 (永和元年 [1375])2月にみられる。朝鮮王朝の成宗朝に
は、編成や携帯品も規定されたガ、その様式と性格が固定してくるのは、孝宗朝 (明暦通信
使)からである。室町時代に来朝した通信使は、世宗朝の3回だけであり、その詳細は不明
であるが、幕府のほかに大内氏や九州諸豪族とも交渉していて、江戸時代における幕府のみ
との交渉とは性格を異にしている。
これは室町幕府が地方豪族に対する絶対的な統制力に欠けていた政情から生じたものだ。
来聘の理由については室町時代倭寇禁上の要請や将軍襲職祝賀が多く、幕府も同じ認識で迎
えている。2回にわたる豊臣政権のもとでは、いずれも日本軍の朝鮮半島侵入ガ関係した。
江戸時代の来朝は12回におよんだが、初期の5回までは複雑な理由を秘めていた。たと
えば、寛永13年 (1630の通信使の場合は、幕府側は「泰平の祝賀」と考えたガ、朝鮮王朝
では、幕府が行つた「 日本国大君号」の制定、以函庵化めにしりの創設、対馬藩家老柳川氏の
処分などの朝鮮政策の変更の意味を探るものであつた。さらに柳川氏と対立した対馬藩主 (宗
義成)を擁護するためであり、また、北方の後金の圧力に抗し、「 向明排金」の政策を維持
するため、南方の日本この和平を保つ必要に迫られてのものだつた。
このように来聘理由は、日朝領国の政情や東アジアの動向に関連していた。明暦通信使か
ら両国の認識ガ「 日本将軍の襲職祝賀」に安定してくるのも、中国における清朝支配の確立
ガその背景としてあつた。

《朝鮮通信使船団図屏風6曲 4隻 (部分)》
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◇通信使の編威と献上品りうしたし,へttltけんじょうI‖
朝鮮通信の編成は、正使 (文宮堂上正三品)・ 副使 (文官堂下正三品)。 従事官 (文官五・

六品、初め書状官)・ 堂上訳官 (上上官)・ 上通事 (漢学 1員・倭学 1員)・ 製述官 (文オ官)
・良医・次上通事・押物官 (進物輸送通訳)・ 写字官・医員・画員・子弟軍官 (三使護衛)・
軍官・書記・別破陣・馬上オ・典学・理馬 (馬の世話)・ 伯伴 (しよう飾、三使の従僕)・ 船将・

卜船将 (進物船船長)・ 陪童・礼単直 (進物係)・ 盤継直 (物品係)、 以下は砲手 。鼓手・旗
手 0格軍 (兵士)等におよんでいた。
人員は慶長12年 (1607)から文化8年 (1811)まで不同である。
使節は徳川将軍への書契 (国書)とともに、礼単 (別幅)として、大儒子じゆ動。大段子に
ん動・黄照布・綿紬ωんちゆ〕0人参・虎皮・豹皮・彩花席健い腱a・ 駿馬・鷹・黄蜜・筆・墨な

どを携行し、ほかに御三家 0老中・所司代らにも持参した。

「”ヽ・・一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一̈一一一一一一一一
||||

《朝鮮 国書》

◇通信使の旅程りうしたし,サ ltll
朝鮮通信使の日本使行は、王城を出発し、陸路、ときに江路を利して釜由に至つて海神祭
を行い、のちに騎船3隻・卜船3隻に分乗して、対馬藩よりの迎聘参判使 (朝鮮では通信使
護行差倭)ともに出港することが通例であつた。
対馬府中 (厳原 [ιl苑らl)に入り、海路を壱岐――藍島一―赤間関一―上関とたごり、瀬戸
内海を東へ進み、鎌刈 (蒲メ1)―一 輌津―一牛窓―一室津―一兵庫を経て大坂に達した。こ
こから諸大名提供の川御座船に乗つて淀川をさかのぼり、淀浦から陸路を、これも諸大名提
供の人馬を用い、京都を経て朝鮮人街道 (近江国)より東海道を江戸に下つた。
沿路の諸藩では、幕府の指令もあつて、海陸の護衛を厳重にして安全を図り、新築 0改装
した客館では華麗な饗応を行つた。客館における彼我の学者・文人の交流は盛んであり、三
使 (正使・副使・従使)・ 製述官をはじめ―行は対応に忙殺された。
江戸に着くと、吉日を選んで城中大広間において諸大名列座のなか、聘礼いし胤りの儀 (朝
鮮では伝命)があり、国書・進物ガ献上され、将軍から三使への慰労があつた。終わると御
三家による饗宴ガ恒例だつた。正徳通信使の際、新丼白石により儀式に大改革ガ実施された
が、徳川吉宗によつて復1日された。寛永13年 (1636)からは3回にわたつて日光山参詣も行
われている。やがて将軍から返翰 lAhか齢と別幅とを受け、往路を逆にたとつて帰国した。



◇通信使来日の主目的りうしたし,神[ち,じ,t〈ttl
朝鮮通信使の来日は、260
余年にわたる徳川幕府の全期間
を通じて 12回ある。もつとも、
初期のころは「回答使」または

「刷還使」といわれ、のちにな
つて通信使となつた。
具体的にいえば、日本側から
国交回復を求めるための、手だ
てを尽くした働きかけに対する
回答使であり、それにあわせて、
出兵時に日本側に拉致傷りされ
た朝鮮人律虜 儡り鱒の送還を交
渉し、受け入れのための刷還使
でもあつた。寛永 13年 (1636)
から通信使として定例化したも
のである。
基本的には日本側からの使節
派遣の要請に応じるという形を
とられた。たこえば、征夷大将
軍ガ交替すると、対馬藩主宋氏
はまず大慶参判使を送つてこれ
を告げ、次にあらためて修聘参
判使を送つて通信使の派遣を要
請した。
朝鮮側で1ま、通信使の三使
(正史・副使・従事官)ガ任命
され、一行の構成ガおわると、
迎聘参判使がこれを釜山に迎え
た。そして、いよいよ通信使来
日のはこびとなる。

鑑 鰍 日ま
で二|,うしlしら||[ti【 |
室町時代から盛んになつてい

た朝鮮との交流は、豊臣秀吉の

朝鮮出兵によつて一時中断して

いた。しかし江戸幕府が成立後、

鮮この復交に努力した。
幕府や朝鮮への対馬藩の積極的な工作、朝鮮側からの使者の派遣等により、両国ガお互い

にその国情を把握した上で、慶長12年 {1607)に徳川幕府として第 1回目の朝鮮使節を迎え
るにいたつた。
慶長14年 (1600には、中断していた朝鮮貿易を再開する「 己西健ゆ〕条約」も結ばれ、
釜山に広大な対馬藩の外交・貿易の館である倭館ガ設けられた。釜山と対馬の間では、小型

通信使ともいうべき定期便ガひんばんに往来した。倭館の10万坪の敷地は、長崎オランダ
屋敷の25倍の広大な土地であり、出島の清国・オランダより規模の大きい貿易・外交ガ行

《江戸期の朝鮮通信使要項一覧》

明 (中国)この国交回復t貿易を切望した家康は、まず朝
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われていた。
朝鮮ガ通信使を派遣し、徳川幕府がこれを江戸に迎える。つまり、幕府は通信使の来日こ
挙国的な歓迎を通じて、諸国大名や武士・町人・農民等にその権威を強く印象づけるととも
に、貿易による物資の交流、朝鮮の進んだ学問・文化を吸収するという面でのメリツトが者
えられた。一方、朝鮮にとつては、秀吉の朝鮮出兵の苦い経験があり日本国内の情況を観察、
把握する使命が課せられた。

◇通信使の来日にとなえてりうしたし0ら‖

`:`そ

‖10
*茶屋等の新纂整備、六改善(ちゃやとうのしたちくせいぴ1だいない鳳)
下蒲刈島三之瀬 にんの0の長雁木 (福島雁木)には、三使 (正使・副使・従事官)らの上陸
にそなえて、橋の準備 (福島雁木の本陣よりに長さ3間半の両側に勾欄にうら紛をつけた桟橋
のようなものを3カ所)が行われ、本陣より上の御茶屋通路は、折れ廻りの長廊下で38間、
門まで毛醗化うせ紛177枚を敷きつめ、その下に薄縁左右に紫幕をかけ、廊下の両輸には2
尺の腰板竹革台修くれんだtり をつくつていた。
本陣 `御茶屋等は「蒲刈島御馳走所絵図」によつて、修理改善されれているここがわかる。
こくに御茶屋は、来日の都度大改善が行われた。これは対馬藩の立会の上決定され、往路と
復路においては少し異なつた改修ガされていたので、ほとんど新築と同様の手数を要したこ
とになつた。通信使三使は、上の御茶屋へはいり、禅僧は弘願寺 {ぐん助を宿舎とした。
その他、通信使来日の都度に特別に新設されるものとして、下の御茶屋と福島雁木との間
には梁間2間半、桁行 19間、90畳の中官小屋、2間半、15間、75畳の下官小屋。下
の御茶屋こ本陣の間には75畳の上官小屋および15畳の次官部屋等があり、その他十数棟
が新築された。
また、上官小屋等には前輸純子幕を張り、壁造りの背側面には一面に金屏風を立て廻し、
上の御茶屋にもいたるところに金屏風を用いていた。

《正徳年度蒲刈島御馳走所絵図》
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◇通信使の到着と彗応りうしたし0とうなゃくι:ょうお〕
*害芸蒲刈欄馳走一番(あきがまがりごちそういちばた)
用意万端整つているこの三之瀬瀬
戸に大船団が到着したときの記録は、

『海滸録』(現代語訳)によれば次
のようなものだ。

館にいたる。館宇は宏麗にして、
錦繍帳、金銀屏を設けている。湾□
から館にいたるまで百余歩ばかり、
すべ紅聾を敷いた閣道の、中を行く。
厨供は一朝に雉三百余羽ガ進呈され
る。赤間関 (下関)でもなかつたこ
とだ。鎌刈 (蒲刈)は、一名蒲碕こ
もいう。地は安芸州に属す。居民の

舎屋は松竹の間に燐の如く立ち並び、

前湾の鏡のような水面に相映り、蒲
酒朗溜これまた海中の名勝である。

と、賛辞とも、歓声ともつかぬ当
時の印象を書きとめている。
正徳年度における通信使往来の際、

幕府より所々の馳走の様子を、おた

ずねに対して、対馬藩主宋氏は、天

和年度「安芸蒲刈御馳走一番」と注

進している。蒲刈における饗応が他

藩を圧倒していたことが、これによ
つてうかガえる。

通信使に「安芸蒲刈御馳走一番」
といわせたくらいだから、想像を絶

《七五三の騰 (本騰)》 《三の膳》

するような饗応をしていた。三使こ上官は朝夕は「七五三の膳」、昼は「五五三の膳」であ
つた。七五三といえば約50種類の料理で、菓子だけでも10種類にのぼるものである。こ
れらは儀礼用の料理で、通信使はほとんど箸をつけず、別につくつた料理 :31替 (三汁―五

菜、吸物一種、肴三種、菓子五種等マ)を食した。
ここに、寛永 13年 (1636)来日の通信使―行の京都・大徳寺での昼食の献立をのぞいてみ
ると、正使他4人には「五五三の膳」だつた。これは「七五三の膳」に次ぐ盛饗で、本膳・

二の膳は五色、三の膳は三色の料理がついていた。                  ｀

本 膳   塩漬けの魚、かまばこ、大根とサヨリのなます、汁 (焼豆腐・大根・芋・
ごぼう。摘入)、 香物、飯

二の騰   まきスルメ、貝、カラスミ、クラゲ、汁 (雁・ふ・しいたけ)
三の膳   羽盛 (鶉などの焼鳥を、翼をひろげ飛んでいる姿で鉢に盛つたもの)、 フナ

盛 (伊勢えびを高く盛つたもの)、 さざえ、鯛の汁

引 物   小鯛の浜焼、いり鳥 (鶏肉を醤油・砂糖・味酪でいりつけたもの)、 エビ、
蒸じ貝くすし、鮒の吸物

菓 子   カステラ、カキ、ミカン、饉頭、あるへいとう、算餅 (うるち粉と氷砂糖
の粉で算木の形につくつた餅)、 ぼうる

蒲刈での饗応の記録はないが、このようなことから、その様子を想像できる。

lo

《三汁十五菜》



◇文化面での交流簡力l力んで,こうサ|〕
通信使の来日による歓迎は、鎖団体制をとりつづける幕府当局の深い関心事であつたばか

りでなく、貿易によつて国外製品の輸入による利潤が考えられ、諸国大名や武士、町人や商

人、農民など広い範囲の庶民各層大きく注目するこころであつた。しかし、それにもまして

当時の日本の学者、文人、医者などの知識層ガ通信使の来日にかけた期待は、まさに異常な

までに大きかつた。
通信使―行中の接触、交流を、「一世一代の大事」、あるいは「終身の栄」として考えてい

た。日本各地から通信使の宿舎へ馳せ参じ、詩の唱酬から作詩への批評・添削、書画の揮墓

にご〕を乞い、筆談によつて、朝鮮の政情風俗、学問や文化、医術、技術などの各分野の現

況をたずね、そこから大きな文イヒ的感銘をうけた。

当時の記録によると、通信使―行中の朝鮮文人は、わずか 3、 4ケ月の間に一千余名の日
本文人と面接し、二千余編の詩の唱和に応じたといわれている。

★融濤園(しょうとうえた)
富山県砺波 に硼 地方の代表的な

商家造りである旧有川邸を「朝鮮

通信使資料館」として、山□県上

関 いみのせυ町の商家、旧吉田邸を

「あかりの館」として、宮島町の

町屋、旧木上邸を「陶磁器館」と

してそれぞれ移築復元し、また、

海上交通において重要な役割を果

たした浅野藩三之瀬御番所跡を復

元した総合文化施設である。

「朝鮮通信使資料館」は明治中

ごろの商家を改造した展示館で、

当時の通信使行列を配したジオラ

マ、精密に再現された等身大の人

形、1/10の通信使船の模型や各
種の絵画、資料の展示など、いく

つかある同目的の資料館のなかで

最も充実している。

「 あかりの館」は古い土蔵造り

の建築で、世界の珍しい灯火器の
コレクシヨンを年代順に展示して

いる。なかでもフエアリーランプ
の蒐集 修ゆうしゆうは世界でも有数と
いわれている。

「 陶磁器館」は 18世紀末ごろ
の町屋を改造したもので、館内に
は中国 0朝鮮の陶磁器、日本では、

初期伊万里から古九谷・柿右衛門
・鍋島・古備前・萩焼などの名品

がそろい、陶磁器の世界ガー望で

きるようになつている。
また、園内は鑑賞式庭園となつ

ており、四季折マの自然の美しさ 《御馳走一番館 (朝鮮通信使資料館)》
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《松濤園全景と蒲メリ大橋》



を鑑賞できるようになつている。

春
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《あかりの館の展示「日本のあかり」》  《三使の等身大人形 (御馳走一番館の展示)》

《蒲メリ本陣と通信使行列模型 (御馳走一番館の展示)》

《陶磁器館の展示》 《復元された三之瀬番所内部》



★ 三之瀬ホ陣●倒晉所跡修10せIんした.`‖たしようυ
三之瀬本陣は現在の下蒲刈島町役場付近に

あたり、15間 4方の広さをもつたていたと
いう。本陣預かりは中世の蒲刈島領主多賀谷

氏の子孫で、江戸中期の「多賀谷久兵衛覚書」

(『萩藩閥闘録』所収)にも「芸州蒲刈二多
賀谷こ申者罷居、御家御代々御宿主仕候」と

ある。
この本陣には、海路による西国大名の参勤

交替、朝鮮通信使の往来、長崎奉行の江戸と

の連絡、オランダ商館長、琉球使節の往復な

どの際に寄港、重要な役割をはたしていた。

三之瀬本陣は、浜本陣として設営されたも

のといわれ、玄関、次の間、御居間、御寝間、

納戸、風呂など大名の宿陣に適した、いたれ
《三之瀬周辺の史跡・文化施設》

りつくせりの状況であつたこいう。なお、三之瀬本陣跡は昭和 15年 (19402月 23日、広
島県史跡に指定された。

蒲刈御番所には広島藩の繋船奉行けt世ん碇ようのもとに、定数の船頭
0加子け0がおかれ、

番船などもつながれて海上の警備にあたつていた。その繋船場は東側7間、西側13間の波
塘 (に、防波堤)を築いて造られたという。御番所跡は以前、lB下蒲刈小学校の構内となつ

ていたが、現在は公園として整備されている。山□県山陽町に現存する毛利藩の番所を参考

に建築当初の姿に復元されている。

★三之瀬朝鮮通信使宿館蹄 10せiょうti,うしitし ,,liあと|
慶長 12年 (1601から文化 8年 (1811)まで 12
及ぶ朝鮮通信使の来朝は (ただし、最後の文化8
み対馬交聘 にうへtり )、 琉球使節の参府、オランダ

タンの江戸参礼とこもに、鎖国時代の一異彩とさ

重要な行事である。

しかもその規模の大きいことは他二者の比ではなく、

人員は約500人の使節団に随行する宋対馬守こその
家臣 (禅僧 0通事を含む)700人 ～800人総計
1200人におよんだ。これを沿路の大名は約1000人
で接待・警固 (警護)に全力を尽くした。
船団としては朝鮮通信使の正使 0副使・従事官の船

各1般、卜船 (供船)3般の計6艘、宋対馬守乗船50
艘ならびにこれらをあやつる漕船、迎船等200隻～
300隻におよぶ大船団の航行になつていた。
三之瀬にはたいてい船を寄せて1泊した。その接待
は広島浅野藩ガ担当した。幕府より沿道諸大名には国

費としてこれに対処する旨、達せられていた。したが

つて通信使―行の接待は各藩が競争し、他藩に負けぬ

ようにと、いろいろ苦労ガはらわれていた。

《「お茶屋」の地名こ石段のみ残る》

昭和 15年 (19402月 23日、広島県史跡に指定された。

★三之瀬海駅 (さんのせがtiえき)
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下蒲刈島の東岸、三之瀬におかれた海駅.
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この海駅は
幕府の命を受
けた福島正則
によつて構築
されたと伝え
られている。
このとき築か
れた船着き場、
長雁本は「福
島雁木」こよ
ばれている。
最初は11段
であつたもの
ガ、昭和にな
つて地盤沈下
等によつて、
上部3段がつ
け足され14
段となつた。

《いまに残る長雁木 (福島雁木)》

(当時約115m[63間 ]あつたといわれている)と長さも埋立工事等により、約55m
短くなつている。
福島氏改易後、浅野氏もここを藩の繋船場とし、本陣・上の御茶屋・下の御茶屋・番所な
どをおいた。本陣や上の御茶屋・下の御茶屋は、将軍交替のたびに派遣される朝鮮通信使や、
江戸参府のオランダ商館のカピタンの宿館にもあてられた。
福島雁木の西隣に長さ56m17段 の「対馬雁木」があつたが、現存しない。これは、
朝鮮通信使来日の都度同道した対馬藩主宋氏の専用の石段といわれ、宋氏の宿舎であつた本
陣の前に位置していた。

◆呉の歴史 Kれのれきり
縄文時代は、農耕・漁を中心に営む小さな集落にすぎなかつた呉。奈良時代になるこ瀬戸
内海を往く船も増え、停泊港のひとつとして少しずつ栄えてきた。この海の要所にいち早く
注目したのは平清盛である。音戸の瀬戸ガ切り開かれてますますにざやかになつた。やガて

交通機関ガ海上から陸上へこ移り、多くの港町ガさびれていくなか、呉だけはめざましく発
展していく。

「軍都」――明治 22年、呉鎮守府が呉港に置かれて以来、第二次世界大戦が終わるまで、
呉はこう呼ばれ続けた。呉鎮守府に続いて海軍工廠も設立され、あの戦艦「大和」を生んだ。
第二次世界大戦が終わると同時に軍都・呉も歴史の中に深く埋められ、静かな日々を取り戻
す。戦後の呉は、「平和産業港湾都市」として生まれ変わつた。

◇「呉Jの名面(「くれJのめtヽしょう)
「呉」の名称は永暦元年 (1160)6月 28日付の美福門院令旨 (「高野山文書」)に「安摩庄
呉浦事 傷まのしようくれうらのこυ」として「召取国司庁宣、成副庁後下文、遣僧正御許了、自彼定奉
送欺」とあるのが初見である。また、元暦元年 (1185)1月 9日付の源頼朝下文 (「石清水文
書」)で、八幡宮寺領をあげたなかに「安芸国呉保」ガあり、「右件庄マ者八幡宮往古神領也、
而近年之間依平家追討、守護武士等或猥抑留御年貢、或宛催兵糧米」とある。

「呉」の訓については康応元年 (1389)の「鹿苑院殿厳島詣記」に「内の海、かうしろ、ひ
ろ、くれ、はたみ (中略)かやうの浦々過ぎさせ綸へり」とあり、「 くれ」と読んだことが
わかる。
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「 くれ」の語源については、呉浦を包含する宮原
・和庄約しよ〕・庄・山田の地 (いわゆる

呉平野)が灰ケ峰 (は師鵜、標高737m)を 中心とする9つの嶺に囲まれるため「九嶺 K紛」
としたこも、灰ケ峰から切り出された博 (くれ、船材になる木)によるとも、渡来人の呉人に
起因するともいわれるが、いずれも確証がない。

◇軍港都市呉の形威と特徴Kl:うとしK10胤蹴tとGょ〕
明治19年 (18805月 4日、第2海軍区の鎮守府が呉港に設置されるここが決まつた。海
ガ深く、周囲を山と島に囲まれ防御および艦艇の入出港と生産活動に適しているこいうのガ

選定の理由とされている。明治の元勲伊藤博文は、この守りの堅い呉鎮守府について「帝国

海軍第一ノ製造所」 (「秘書類纂兵政関係資料」昭和45年 (1970復刻)としての位置づけを
与えている。

呉鎮守府の開庁後、造船部の工事が本格化し、明治24年 (1891)4月第一船渠 (せんきよ、ド
ック)の建設を皮切りに次々に関係施設を完成。明治30年 (189動造船部は造船廠にうせんしよ〕
こ改組され、造船部門の拡張があいついだ。

呉鎮守府開庁当時、造船部ともに設置された兵器部には、工場ガ 1棟あつたにすぎなかつ

た。国の独立は兵器生産の独立をもつて可能になると考えた海軍省は、兵器部とは別に巨費

を投じて呉兵器製造所を建設する計画をたてた。この仮設呉兵器製造所は明治27年 (1894)
9月起工、翌年12月竣工。さらに明治30年 (1897)5月には呉海軍造兵廠となつた。
明治36年 (1900呉海軍造船廠と呉海軍造兵廠は、事業の体系化をはかる目的で「呉海軍
工廠」(海軍直営の兵器製造工場)に統一された。新たに発足した呉工廠は明治38年 (1905)
巡洋艦筑波とその姉妹艦生駒をほぼ同時に短期間で建造したことによつて、横須賀工廠を抜
いて日本一と認められるようになつた。
そののち呉工

廠は、日本一の

技術を持つ一番
艦を建造する工

廠として、明治
40年 (1907)当
時世界最大級の

戦艦安芸 (1万9
800排水t)を
はじめ、大正9
年 (1919に世界
最初の16イン
チ主砲を搭載し
た長門 (3万 38
00排水 t)、 さ
らに昭和 15年
(1940に 日本海
軍の技術を結集
した世紀の巨艦
大和 (6万 910
0排水 t)を進
水するなど、全
部で5隻の戦艦
を建造した。さ

らに航空母艦7
隻、巡洋艦11隻、

趣畿審食鵞機おヤ|

《呉海軍工廠で儀装中の戦艦大和》

駆逐艦22隻、潜水艦59隻、そのほか25隻を建造している。
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◇領守府傷たじゅ齢
明治から昭和にかけて日本の海岸こ近海の防衛な
どを担当した海軍の官庁。
各軍港におかれて所管する海軍区の防禦 ほうぎ鋤・

警備・出師準備をつかさどり、鎮守府司令長官は天
皇に直属して部下の艦船舞台を統率した。なお軍政
については、司令長官は軍令部総長 (海軍軍令部長)
の指示を受けるこことされていた。
明治8年 (1875)の海軍省の計画では、東海鎮守府
を横須賀に、西海鎮守府を長崎に設置するよう者慮
された。東海鎮守府ガ横浜に仮設されたのは翌明治
9年 (1876)9月 14日で、明治17年 (1884)12月
15日横須賀に移転し、同時に横須賀鎮守府と改称
された。西海鎮守府は計画だけで設置にはいたらな
かつた。
明治19年 (1880になると、日本の沿岸と近海を
5つの海軍区に分けることが決められ、呉および佐世保鎮守府ガ明治22年 (18807月 1日
に、舞鶴鎮守府ガ明治34年 (1901)10月 1日に設置された。横須賀・呉・佐世保・舞鶴の
順にそれぞれ第 1～第4海軍区に相当するが、明治36年 (19001月 21日、室蘭を軍港と
する第5海軍区の計画は断念された。
日露戦争の結果により明治38年 (1905)2月 6日、旅順□鎮守府を設置、翌年10月 1日
には旅順鎮守府こ改称されて関東州海軍区を管轄したが、大正3年 (1914)4月 1日の同鎮守
府の廃止に伴い、同海軍区は佐世保鎮守府の所管となつた。また、韓国併合の結果により明

治44年 (1911)1月 1日、鎮海を軍港とする第5海軍区を設定された鎮海鎮守府は、結局実
現することなく、要港部 (鎮守府よリー段下の官庁)にとどまり、同海軍区も佐世保鎮守府
ガ終始これを管轄した。
なお、ワシントン軍縮条約に伴う軍縮によつて大正12年 (1923)4月 1日、3海軍区とな
り、舞鶴鎮守府が廃止されて要港部となつたが、時局の緊張により昭和 14年 (193011月
15日、鎮守府として復活して4海軍区となり、太平洋戦争に臨みそのまま敗戦を迎えた。

★A船出停りふねや諦
呉市史跡 (昭和41年 [196611月 10日指定)。
この地は旧海軍練兵場で、現在の呉市民公園の北側にある丘陵である (幸町4丁目)。 う
つそうとした樹木に被われ、繁華街にあるこは思えない景観となつている。これは、この地

ガ宮原村時代に八幡社ガ鎮座していたことによる。この神社は「亀山神社 (八幡)」 と呼ば

れ、飛鳥時代の大宝3年 (703)に鎮座地と定められたこ伝えられる。
『芸藩通史』には

「 八幡宮。宮原村にあり。山、初め入船山と称す。後、今の名 (亀山)に改む。同殿の神
十五座あり。大宝三年、長門国亀山より勧請すという。また社記に、初め栃原村に豊後姫島

の神を勧請し、大宝に当村に移り奉りし、因つて比売志麻 (的し詢社とも称すという。されば

初め姫島の神を祭り、後に亀山より勧請せしにや」
と記されている。
しかし、明治 19年 (1886)、 旧海軍の西海鎮守府ガ呉 (のち呉鎮守府)に置かれることに
なり、その用地となつて地域―帯は海軍に買い上げられた。翌年亀山八幡は清水通りの丘陵

上 (清水 1丁目)に遷座し、いまも当地にある。
その後、入船山には軍政会議所兼水行社ガ建てられ、これがさらに鎮守府長官官舎となつ

たのでこの山を「長官山」と俗称するようになつた。太平洋戦争後、進駐米軍および英豪連

《海上自衛隊呉総監部 (1日呉鎮守府)》
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明治22年 (1389}、
入船由に洋風木造総

2階建の軍政会議所
兼水交社 (海軍の社

燭 旗 魏

この建物は、翌年4
月21日の呉鎮守府
開庁式に行幸した明

治天皇の行在所 傷んざ

いしめとして利用され

た 明治25年 (18921
からは呉鎮守府司令

長官官舎こなつて初

代長官中牟田倉之助

ガ入つた。以後、長

議 雛 ～6代
として使用され、水

交社は呉市中に移転

した。しかし、明治

38年 (1905)芸予地
震で崩壊したため、

同年その資材を一部

合軍の司令長官官舎として約10年間使用された。のち呉市に引き継ガれて記念館となつた

ガ、一般に公開されるまで約80年間世間から隔絶されていた。

★A船山公園・記念館{いりふねやまこうえた0きね麟麟
」R呉駅から南東方約 l kmのこころに呉市入船山公園がある。公園入□の赤煉瓦造りの呉

市立美術館を左手に見なガら進むと、入□左手に休憩所 (旧東郷邸)ガあり、その先に旧呉

海軍工廠 にうしよ〕の大時計が見える。さらになだらかな坂を登つていくと、右手に1日火薬庫

ガ、左手に展示館が、正面に旧呉鎮守府司令長官官舎 (重要文化財)ガ見え、これらを総称

して入船山公園、官舎を入船山記念館といつている。なお、公国内には記念館に隣接して呉

市立歴史民俗資料館の瀬洒修ようしりな建物も建つている。

*旧呉鎮守府司令長宮宮舎(きゆうちたじゆ血しれいちょ労たがたし0
重要文化財 (平成10年 [1998]12月 25日指定)。

三ニノ:

《呉鎮守府司令長官官舎》

利用して現在の建物が建てられた。

その後は、昭和 20年 (1945)まで長官官舎 (7代～32代)と して使用され、戦後は昭和
31年 (1956)まで進駐していた占領軍司令官官舎として約 10年間使用された。返還後は呉
市ガ31き継ぎ、昭和41年 (1966)、 入船山は呉市の史跡こなつて昭和42年 (1967)から一般
公開された。

明治 38年 (1909、 当時の資料ガ発見されたことを受け、財団法人文化財建造物保存技術
協会の協力により、平成 3年 (1991)から平成7年 (1995)にかけて調査・解体・修復事業を行

い、建築当初の姿に復元された。

この建物は木造平屋建で、洋館部と和館部からなつている。洋館部の外観に英国風ハーフ

テインバー様式を取り入れ、屋根は天然スレートの魚鱗葺きになつている。洋館部の壁や天

丼には、全国でも珍しい金唐紙 にんからか紛ガ張られている。

☆金唐組(き麟らな紳
17世紀半ば、ヨーロツパの宮殿や寺院、公共施設の壁、天丼に子牛や山羊などの皮を加
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工した装飾皮ガ多<使われてい
た。この装飾皮は、皮に金属箔
を張り、花や動物などをデザイ
ンし、プレスして塗料、ワニス
などで彩色し、仕上げられてしヽ
る。これが日本に渡来し、舶来
の皮という意味から「金唐皮」
と呼ばれた。日本ではたいへん
珍重され、金唐皮を小さく切り、
たばこ入れ、薬籠、手箱などの

装飾品、日用品に使われた。
明治6年

“

870、 ウイーン万国

博覧会に、当時日本橋にあつた
竹屋商店が大型の厚紙を出品し
たのが、わが国の壁紙製造の電
矢 にういである。この壁紙は金
唐皮を和紙で模したもので、金

唐紙、あるいは金唐皮紙、金唐
和紙とも呼ばれ、ヨーロッパで高い評価を受け、注文に
応じて輸出されるようになつた。
明治初期には大蔵省印刷局でも製造されるほどで、国
内でも高級洋館建築によく壁紙として使われたガ、大正
時代以後は使われなくなり、今では製造する企業もない。

旧呉鎮守府司令長官官舎の金唐紙は、「上田尚金唐紙研
究所」こ「紙の博物館」の協力のもとに復元されたもの
である。
なお、現存する各地の金唐紙としては、

①北海道小樽市 旧日本郵船株式会社小樽支店 (重要
文化財)
[明治39年 (1906)ポーツマス条約に
に基づき日露国境画定会議に使用]

②青森県弘前市 1日第五九銀行本店本館 (重要文化財)

③兵庫県神戸市 移情閣 (重要文化財)な どがある。

《呉鎮守府司令長官官舎の客室》

《客室の金唐紙》

客 室  ‖  食 堂
表八畳
1表
十二畳半

《入船山記念館修復後の平面図》
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*旧呉海軍工願時計台にゆうくれないくたこうしょうとけいだ‖
大正10年 (1921)に、海軍工廠造機部の屋上に設置さ
れていたもので、昭和56年 {1981)整備、復元された。
名古屋市の愛知時計電気の製造で、現在動いている国産

の電動親子式衝動時計として1ま最古のものである。

戦後は昭和46年 (1971)まで石川島播磨重工業呉工場
本部事務所内にあつたが、同年 5月に入船山記念館に移
され、庭に展示されていた。しかし、その歴史的な価値

を惜じむ声があがり、昭和55年 (1980)、 故平岡明氏を
はじめとする有志によつて復元委員会がつくられ、入船

山記念館東のスロープに移し、製造元に修復を依頼、翌

年6月 10日の時の記念日に塔時計ガ復元完成、現在も
時を刻み続けている。

時計の外観は高さ約10mの箱型、本体は 1辺 24m
の立方体で、4面に直径1.5mの文字盤をもつ。内部機
械の特色は、①大正期としては画期的な衝動時計 (親子

式)を採用していること、②動力装置・動力伝達装置・
軸受こ潤滑装置などに艦艇兵器独特の機械用式がみられ

ること、③歯車の材質としてネーパル黄銅を用い、歯切

加工技術ガ優れていることなどである。こうした特色に

加え、機械の維持、保守ガ適切に行われていたため、復元時点で製造後60年も経つていた
のにもかかわらず稼働させることができたようだ。

*!署腱 [旧穴栞庫](|ご労た臆ゆうなやくこD
警固屋 けご0高鳥砲台にあつたものを、昭和42年 (1967)移築し、復元したものである。

《旧呉海軍工廠時計台》

*備憩所 [旧東郷邸]修ゆうけいしよ障ゆうとうこうて‖}
東郷平八郎ガ呉に在任中 (現在の

宮原5丁目、明治23年 (18905月
13日～明治24年 (1891)12月 1
4日、海軍大佐・呉鎮守府第2代参
謀長)に住んでいた家の離れ屋敷で
ある。長らく放置されて崩壊に瀕し
ていたのを、呉東□―タリークラブ

創立20周年記念行事として昭和5
5年 (1980)、 入船山記念館入□に移
築 復 元 され た も の で あ る 。

家は8畳こ6畳の 2間で、3尺幅
の縁側ガ6畳 08畳の片面こ8畳の
半面、その半面ガ床の間になつてお

り、簡素な造りである。

◇呉J調陣′聴: 《旧東郷邸  (休憩所)》

|くれととうごうへ||はなろう}
東郷平八郎が初めて呉に来たのは明治 16年 (1383)、 測量艦第 2丁卯 (てt曜う、125t)
の艦長の時である。

『東郷元帥詳伝』(小笠原長生著)によれば、明治 16年 2月、朝鮮事変がおさまつたので、
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下関に帰還した天城艦副長の東郷少佐に2月 24日、日進艦に便乗して上京せよとの命があ
り、 3月 11日海軍省に出向くと翌 12日、第 2丁 Jβ艦長に任じられたという。
『呉市史』によると、同年 2月 10日、海軍省水路部の肝付兼行少佐ら5名ガ測量艦第 2
丁卯で呉港に到着し、宮原村 (現、呉市宮原町)の勝盛平九郎氏宅に止宿、7月 25日、呉
を去つて長崎に向かつた。この第 2丁卵の艦長ガ東郷少佐で、同年 3月 12日から翌明治 1
7年 (1884)5月 14日 まで同艦に乗つていた、とある。
また、『呉市史』によると、次の来呉は明治23年 (1890)5月 13日から明治24年 (1891)
12月 14日の間で、海軍大佐・呉鎮守府第2代参課長として約 1年 7ケ月在任した。この
間の東郷の居住地は確実な史料に残つてしヽない。
『東郷元帥詳伝』によれば、その次が明治27年 (1894)4月 27日から6月 8日まで、呉
海兵団長としての在任である。『呉市史』にはこれについて記裁ガないガ、この間、宮原村
の山中忠利方に寓居していたことは史料 (賃貸書類等)によつて確実である。
実はこの家の離れガ入船山記念館にある現休憩所で、参謀長時代にもここに寄宿していた
こ考えられている。山中邸|よ宮原 5丁目の正円寺の東側の山手にあつたガ、大正 15年 (192
0、 火災で焼失し、この離れだけガ残つた。
現在、正円寺の前を広い道路が通つているが、この道路に並行して寺の山門に至る狭い坂
道がある。地元ではこの坂道を「東郷坂」と呼んでいる。東郷は山中邸の寓居からこの坂を
馬に乗つて下つて鎮守府に通勤していたという。

☆呉海軍工顧跡Kれがいくたこうしょうあυ
入船山公園を出て坂を上りきり、右折して南へ進む
と、呉港に面した呉海軍工廠跡、現在の昭和通り工業
地帯である。

呉鎮守府の開庁と同時に造船部と造兵部ガおかれて
いたが、日露戦争が始まる3ケ月前、明治36年 (190
011月、この二つが合体して東洋一の巨大工場、呉
海軍工廠が誕生した。戦艦大和をはじめ、戦艦長門、
巡洋艦筑波など、数多くの軍艦ガ建造された。呉は

「セーラー服の水平とナッパ服の海軍職工」で埋めら
れる町となつた。太平洋戦争中の呉の人口は40万 8
千人に達したガ、当時の住民構成は、呉に本籍をもつ

住民より外部からの住民の方ガ圧倒的に多く、また、
女性に比べて男性の方ガ多かつた。
昭和20年 (1945}7月 の戦災によつて旧市街地は全
減、死者は1800人を超えた。さらに相次ぐ空襲に
よつて工廠も大被害を受け、そのうえ敗戦で海軍を失
つた呉は、人□も15万人余に激減した。しかし戦後、
旧軍港都市転換法の施行で平和産業港湾都市として再
発足し、1日海軍の巨大ドックや施設を利用して大企業
の誘致に努力が払われた。
戦艦大和を進水させた造船技術の伝統は、世界最大
のタンカーを次々と生み出していつた。世界初の10
万重量tのタンカー「ユニナース

0アポロ」を昭和3
4年 (1959)に建造したのをはじめ、その後も50万 t

《終戦時の呉海軍工廠》

級のタンカーを生み出している。
昭和通り工業地裁の一画には、現在、海上自衛隊の諸施設があり、各種の自衛艦が灰色の
艦体を構内に浮かべている。
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★音戸の瀬戸傷だのせと}
倉橋島と呉市の休山

"す

み
やま)半島南西端との間の水
道で、長さ約800m、 幅
は最狭部で約70mである。
約八百数十年前、平清盛
ガ厳島参詣の便のため切り
開いたと伝えられている。
清盛の開削に関する確証は
ないが、平氏が日宋貿易の
ためのみならず、厳島神社
への崇敬から、厳島への内
海航路を整備したことは間
違いない。この瀬戸ガ平家
から厳島神社へ寄進された
安摩庄傷まのしよう)に属してい
たことを考え合わせれば、
平氏が航路整備上何らかの手を加えた可能性は否定できない。
康応元年 {1389)3月、足利義満の厳島参詣に随従してこの瀬戸を通つた今川了俊は『鹿苑
院殿厳島詣記』に「おむどのせこ いゝふは滝のごとくに潮はやく、せばき処なり。舟ごもを
し落とされじと、手もたゆくこぐめり」と述べ、「 船玉のぬさも取りあへずおち滝つ早きじ
ほらを過にける哉」と詠んでいる。しかし、清盛の音戸開削のことには一言も触れていない。
清盛の音戸の瀬戸開削伝承は『房顕覚書』に「清盛福原ヨリ月詣テ在、音渡瀬戸其蘭被掘」
とみえ、音戸の瀬戸西岸の清盛塚ガ室町時代と思われる宝筐印塔であることや、『輝元公御
上洛日記』に「清盛ノ石塔」とみえることから、それ以前、室町時代後期に成立したものと
考えられている。
夕日を扇で招き返して 1日で完成させたこか、人柱の代わりに小石に一切経を書いたとも
いう。こもあれこの瀬戸を通つて厳島に向かういわゆる「安芸地乗航路」が中世・近世を通
じて重要な交通路として機能してきたことは確かである。
今も瀬戸内海航路の要衝で、潮の流れが速いため難所としても知られている。
昭和36年 (1961)、 真紅の音戸大橋によつて呉市と陸続きになつた。音戸大橋は日本初の
アーチ型らせん式高架橋で、全長 172m、 高さ235mで ある。

★目幅島(くらはじじ諦
江田島・能美島の南に倉橋島がある。広島県で最大、瀬戸内海でも4番目に大きい島で、
北部の音戸町、南部の倉橋町からなつている。この島には昭和48年 (1973)、 能美島 (大柿
町)との間に早瀬大橋ができたので江田島方面からも渡れるが、呉方面から音戸大橋を経由
するのガ通常のルートである。
花嵐岩質の急峻な山地が広く分布し、平坦地は海岸線の緑辺だけに限られる。農業は、山
野斜面を切り開いた段マ畑でミカン・パレイショ。米などを栽培している。年の生産額の約
半分ガミカンによつて占められている。ハウストマト・ダイコン・バラ・洋ランなど生産性
の高い農作物の生産も多い。漁業も盛んで、牡蠣養殖ガ海産物の半分を占め。また、エビ。

タイ・イワシ・アナゴ・ボラなどガ水揚げされ、その一部は倉橋町内で干物に加工されてい
る。さらに石材業として花嵩岩ガ切り出され、県の内外へ出荷されている。
火山・亀ケ首・鹿老渡・桂浜は瀬戸内海国立公園の指定区域に含まれる景勝の地で、年マ
観光客ガ増加している。また、遣唐使船を復元し、時代ごとの模型船を展示している倉橋町
長門の造船歴史館も開館している。

《音戸大橋 (日本初のアーチ型らせん式高架橋)》
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☆清盛塚修よもリブ湖
音戸の瀬戸の倉橋島側の海岸にある
岩礁に石垣ガ造られ、その上に立つ宝
筐印塔のこと。
音戸の瀬戸を切り開いた平清盛が、
人柱の代わりに一字一石の経石を海底
に沈め、難工事を完成。元暦元年 (118
4、 その功績をたたえ、供養のため清盛
塚を建立したとされている。
しかし、高さは2m余の宝筐印塔は
その型式から室町時代のものと思われ、
また、清盛が音戸の瀬戸を開削したこ
いう伝説が成立するのも文献的に室町
時代と考えられている。この塔iこ関す
る最も古い資料は、天正 16年 (1588)
の『輝元公御上洛日記』の月9日条で、

「年ノ刻二瀬戸を御舟被出、此戸中に清盛ノ石塔有之」とみえる。
『芸藩通史』は次のように記している。

「迫門の□に石をたゝみて上に石塔を立つ。世に相国 (しようこく、清盛)の塚といふ。塔四層、
凡高六尺、台座方―尺八寸。おもふに、これ迫門成る時、経石をうづみて鎮護とせしなるべ
し。或は云、相国、疏墾 にさ0してより国民其利受る大かたならず。故に塔婆を建て其恩徳
を報ず。因 はり)て御塔の迫門と号す。今隠戸 怖んるこ書くは誤なり。又は隠れたる門と云義
ともいへり」
旧暦 3月 3日には塚の前で清盛祭が行われ、大名行列ガ町に繰り出す。

★江田島幌たじ討
江田島1ま能美島と江田島湾をはさんだ飛渡瀬 0この働地峡で陸つづきで、瀬戸内海でも5番
目に大きな島である。また、能美島の北部を西能美島 (沖美町・能美町)、 南部を東能美島
(大柿町)と呼んでいる。江田島は呉港の前に横たわつているやや細長い島である。島は中
央北寄りにそびえる古鷹山 (ふるたかやま、標高3763m)、 クマン岳 (3998m)を 中心に山地
ガ多く、周縁部にわずかに平地があるにすぎない江田島と東西能美島に囲まれる江田島湾は
天然の要塞で、北西の津久茂瀬戸りくもせりでわずかに外海と結ばれている。
江田島は古くは「衣田島」と表記し、安摩庄傷勧しよ〕に属していた。仁治3年 (1242)3月
12日付の「安芸国安摩庄内衣田島荘官百姓等解」 (巻子本「厳島文書」)によれば、当時、
島内の名主と思われる百姓10人の名ガみえるが、そのうち少なくとも5人は水夫として厳
島神社へ日御供米を運んでいる。鎌倉末期 。南北朝期の衣田島公文職は西隣の能美島に本拠
をおく高田氏 (能美氏)であつたガ、平姓を名乗つているので、かつての惣公文 にうくも紛平
守澄の同族と考えられている。南北朝期には伊予から久枝氏が来住したと伝えられるが、そ
の動静は明確ではない。
戦国期は大永3年 {1523)、 大内氏ガ厳島神主家を攻めた際、大内方水軍の能美氏ガ江田島
を攻撃したこと (「山野丼文書」)、 天正10年 (1582)2月 18日、毛利輝元から伊予の村上
武吉に江田島ガ宛行傷び}われたここ (「村上図書家文書」)ガ知られているだけである。
江戸期にはいると、元和5年 (1619}の「安芸国知行帳」では、島北西部の津久茂村を除い
た地が江田島村となり、村高は390石余である。近世中期から各浦々で新開ガ相次ざ、明
治3年 (1870)までに石高は964石余に達し、他に高入していない新開ガ36町もあつた。
明治3年の郷村高帳によれば、商戦にかけられる船床運上が23貫 790文しかなく、鰯
網運上はまつたくない。したがつて海運・漁業の面ではそれほご目立つた存在ではなかつた。

《大正時代の清盛塚》
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◇海軍がら自衛隊の島へ絆いく‖らじえいたIりしま鱒
江田島は近世以来、

半農半漁の普通の島で

あつた。明治 18年 (1
885)3月、西海鎮守府
の有力候補地に呉こと

もに江田島があがつた

が、「島ゆえに不便」と

の理由で鎮守府は呉に

決まつた。しかし、翌

明治 19年 (1886)、 海
軍兵学校の江田島移転

ガ決まり、明治 22年
(1880呉鎮守府開庁の

前年 8月 1日、いまま
で東京築地にあつた海

軍兵学校ガ江田島に移

転してきたことによつ

て大きく変貌すること

になつた。

さらに明治32年 (1

8998月 ¨
によつて呉要塞地帯の

区域に含まれ、翌年に

は島の東海岸秋月に海

軍C)火欝覇副菱倒置さな

その後、島内各地に海

軍関係の施設ガあいつ

いで整備され、江田島

は

'嘔

鴻通り 1脚 薦謝
になつた。

海軍兵学校ガ江田島
に移つて最初の卒業生

(明治 22年 [188914
月)は第 15期 80名
で、日露戦争のとき旅

順港開塞隊で知られる

広瀬武夫中佐がいる。

ちなみに、太平洋戦争

中連合艦隊司令長官こ

して昭和 18年 (1943)
4月、ソロモン諸島上
空で戦死した山本五十

六は32期生であつた
江田島はイギリスの

ダートマス、アメリカ

のアナポリスと肩を並
べる世界3大海軍兵学 《IB海軍兵学校生。自衛隊の生徒ガ訓練のため登る古鷹山》
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校所在地こ
して世界に
も知られる
ようになつ

た。それだ
けに「江田

島」は海軍
兵学校の代
名詞でもあ
つた。しか
し、昭和2
0年 (194励
8月の敗戦
にともない、

同年 10月
20日付で
廃校になつ

た。
終戦後間
もない10
月、占領軍
が江田島に
進駐。昭和
30年 (195
5)10月 、

第一術科学校は、
艦艇に乗り組み、
砲術、水雷、船務、
通信、航海、気象
・海洋、掃海・機
雷、運用、応急お

よび港水等の配置
で勤務する隊員に
対して専門教育を

行つている。現在
約800名の幹部
及び海曹士の学生
が教育を受けてお

り、年間約3500
名の学生ガ江田島
を巣立ち全国各地
で活躍している。
その校舎はレン
ガ造りのlB海軍兵
学校庁舎東生徒館

日本に返還されるまで、江田島はいわゆる「基地の町」としてにざわつた。その後、旧海軍
兵学校の建物を利用して、海上自衛隊幹部候補生学校・第一術科学校など、海上自衛隊の教
育機関ガ設置され、毎年数多<の自衛官を育て送り出している。

*第一術科学餃はいちじゅガわこ〕

《IB海軍兵学校 (現海上自衛隊第一術科学校・幹部候補生学校校舎)》

《大講堂》
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(昭和16年竣工 [19411)で、もし現在学校として使用されていなければ、間違いなく指定
文化財になるはずである。玄関前の美しい庭ガひときわ目を引く。

*幹部候補生学腋総たぶこうほせいがつの
幹部候補生学校は、海上

自衛隊の初級幹部自衛官と
して勤務するのに必要な知

識と技能を修得させるため
の教育訓練を行つている。
年間約500名の一般幹部
候補生、幹部予定者、飛行
幹部候補生等ガ教育を受け、
3等海尉に任官して巣立つ
ていく。

校舎は第一術科学校と同
じである。

*大講堂
(だtlこうどう)
大正6年 (1917)当時約3
0万円をかけ、瀬戸内産の
御影石 (花商岩)で造られ
た建物である。講堂内の床
は石畳、2階には貴賓席があり、天丼はドーム型で舵輪をかたどつたシヤンデリアが設けて
ある。海軍兵学校時代には、天皇の名代として宮様の臨席を仰ぎ、厳粛に入校式、卒業式等
の儀式が行われた。収容人員は約2000名。

*教育参者館にょういくきたこうな‖
教育参考館は昭和11年 11986)竣工。旧海軍の徳育・情操の場として約4万点の参者品が
保管されていた。戦後は幕末から第2次世界大戦までの海軍関係者の書や遺品、約 1万 6千
点余ガ展示してある。とくに自らを犠牲にして

国のために散つていつた若き特攻隊員の遺書や

遺品ガ強く胸を打つ。

◇丼上威美椰0うえじげより
明治 22年 (188912月 9日～昭和50年 (1

975)12月 15日。
海軍大将。宮城県生まれ。海軍兵学校 (37
期)・ 海軍大学校卒業。イタリア駐在武官を経て

海軍大学校教官となる。昭和 5年 (1930のロン
ドン軍縮条約問題では条約派とみなされた。の
ち軍務局第 1課長となり、統帥権拡大の動き阻
止に動いた。二・三六事件に際しては、横須賀
鎮守府参課長として天皇のお召じ艦比叡を芝浦
に回航した。

昭和 14年 (1939)、 軍務局長として陸軍の日
独伊三国軍事同盟案に反対。また、航空本部長
として大鑑巨砲主義を批判し、海軍の空軍化を

なラ
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《丼上成美》



唱えた。昭和 16年 (1941)、 第4艦隊司令長官となり、ミッドウェー海戦に参加。翌昭和 1
7年 (1942)、 海軍兵学校長となり、英語廃止論を阻止した。太平洋戦争末期には、海軍次官
として高木惣吉を起用し、終戦に向けて対重臣工作を命じた。

◇丼上臓美と瓶軍真学脚 0うえしげよしtlll(1鶴げ,こ〕
誤解されやすいので確認しておくが、海軍兵学校は兵隊になるための学校でなく、士官に
なるべき人材に兵学 (軍事学およびその理解に必要な普通学)を教える学校で、全寮制であ
る。このため古くは「海軍兵学寮」といつた。寮生活の教育にしめるウェートが大きいこと
は、寮 (生徒館)ガ教室よりも大きいことからもわかる。これは世界の兵学校に共通する特
性である。

丼上成美ガ海軍兵学校に着任したのは、太平洋戦争2年目の昭和 17年 (1942)11月 であ
る。昭和19年 (1944)8月には海軍次官就任のため校長を退任しているので在任期間は2年
弱、71期生から75期生の教育にあたつた。
この間、太平洋戦争の激化により、71期生・ 72期生約600人卒業、73期生900
人卒業、74期生1000人入校、65期生約3400人と入校生は激増していつた。兵学校
の運営は収容人員・施設容量・教官数・教材の面でも生徒数に追いつくことが困難になつて
いた。しかし、丼上はある意図をもつて、大人数の生徒を受け入れることには反対せず、短
期間で卒業させることには強く抵抗した。
丼上は士官教育について自ら改革すべき問題点を提起、教官たちを集めて直接講述し、そ
の内容を直ちに印刷、配布して趣旨の徹底を図つた。この冊子|ま教師間で「教育漫語」と呼
ばれていた。現在の教育でも適用する内容といわれている。
兵学校の教育は数学・理化学・外国語・生活教育に重点が置かれていた。数学では暗記の
学問ではないので、教えるにあたつては2分だけ説明し、8分は生徒に考えさせるように丼
上は指示。また、物理・化学では、諸現象は必ずしも理論のままにならないことを「誤差」
の扱い方を通して学ぱせるように指示した。自分で考えて正しい結論を出すことを重視した
のである。
また、英語教育については、戦時下、「敵性語」として忌み嫌われるなか、「英語は学問で
はなく、任務遂行のための技術である」こ説いて英語教育廃止論を論破、その必要性を強調
し、生徒には「英英辞典」を配布して使用を勧めたのである。

大平洋戦争が日本の敗戦に終わることを丼上は早くから予知していた。丼上は兵学校校長
を退任して海軍次官となると、直ちに終戦の準備、政治工作に取りかかつたのである。
丼上ガ教育した73期生以下の卒業生は、敗戦後の日本復興の中核となつた。丼上が戦争
のためということを度外視して、入校生の大増員を受け入れ、在校年限短縮に反対した真意
はここにあつたのだ。
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